
Title 詞林　第29号　編集後記／奥付

Author(s)

Citation 詞林. 2001, 29

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/67470

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



編
集
後
記

▽
花
冷
え
の
季
節
も
過
ぎ
、
桜
が
散
り
始
め
る
と
同
時
に
初
夏
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
好
天
気
が
続
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「詞
林
』
第
二
十

九
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

▽
今
号
は
、
古
代
中
世
文
学
研
究
会
の
名
に
相
応
し
く
、
中
古
の
物
語
。

和
歌
か
ら
中
世
の
説
話
ま
で
、
時
代

ム
ン
ヤ
ン
ル
共
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

豊
か
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
小
山
氏
、
中
川
氏
、
謝
氏

は
、
今
回
が
初
め
て
の
論
文
執
筆
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
忌
憚
の
な
い

御
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
本
誌
は
、
次
号
で
、
第
二
十
号
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

折
し
も
二
十

一
世
紀
と
い
う
新
時
代
の
始
発
に
当
た
る
今
、
国
文
学
研

究
に
お
い
て
も
、
旧
来
の
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
様
々
な
方
向
性
が
模

索
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
本
誌
も
、
そ
の
よ
う
な
動
向
に
目
を
配
り

つ
つ
、
今
ま
で
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
伝
統
を
更
に
発
展
さ
せ
て
い
け

る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。

▽

『古
代
中
世
文
学
研
究
論
集

第
二
集
」
（和
泉
書
院
）
を
刊
行
い
た

し
ま
し
た
。
ご

一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▽
箕
浦
氏
に
代
わ
り
、
今
号
か
ら
編
集
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（藤
井
）

詞
林
　
第
二
十
九
号
　
定
価
八
〇
〇
円

（本
体
七
六
二
円
）

二
〇
〇

一
年
四
月
二
十
日
　
　
印
刷

二
〇
〇

一
年
四
月
二
十
日
　
　
発
行

編
集
兼
発
行
者

大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会

〒
知
８５３２

大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町

一
―
五

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

国
文
学
研
究
室
内

代
表
者
　
伊
井
　
春
樹

一電

話

　
（〇
六
）
六
八
五
〇
―
五

一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
（〇
六
）
六
八
五
〇
―
五

一
一
一

振

替

　
ｏ
ｏ
九
七
〇
―

一
―
三

一
〇
三
六
五

Ｃ
”
ｒ
　

，
一８
ヽ
む
“
●
】いい
・】９
ｂ
脇
Ｆ
Ｔ
Ｆ
”ｏ」ｏヽ

●
”すｏ
●
げ“
●̈
”パ
Ｌ、″０
０
”】ｏす
●
∽ｏ一ヽ
一●Ｏ
ｏＸ
・〓
嗜●
】

印
刷
　
日
本
デ
ー
タ
ネ
ッ
ト
株
式
会
社

発
売
　
和
泉
書
院

〒
５４３
⑩

大
阪
市
天
王
寺
区
上
汐
五
―
三
―
八

一電

話
　
（〇
六
）
六
七
七

一
―

一
四
六
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
（〇
六
）
六
七
七

一
―
二
五
〇
八

振
　
替
　
ｏ
ｏ
九
七
〇
―
八
―
二
五
〇
四
三


